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本研究領域は、ナノ物質を性質ごとに選別・捕捉・輸送・配置・配向する

技術を実用環境下で実現し、極微質量の人為的操作を通した秩序の創造を目

指す独創性・新規性のある提案である。光圧・光渦のデザインによるナノ物

質の選択的操作やカイラル制御など世界をリードする研究が計画されてお

り、日本発の独自研究として高い水準を有する。また、本研究領域は光圧に

よるナノ物質操作に関して我が国の指導的地位を強固にするために必要で

あるだけでなく、従来の光マニピュレーションとは一線を画した新たな学理

を構築する大変意欲的な提案であり、今後、より発展的な研究成果を挙げて

いくことが期待される。 
 研究組織は、4 つの階層からなる計画研究及び 3 つの共同研究課題を掲げ、

新しい学理構築へ向けた明確な目標に基づく体制が設計されている。また、

理論系及び実験系での相互理解を促進するための異分野トレーニング道場、

若手研究者・学生の研究グループ間交流、設備の共有化などによる有機的連

携も計画されており、多くの共同研究が芽生える環境整備が組み込まれてい

る。 
 一方、日本発の学問として国際的な展開を実現するために、海外との共同

研究や国際会議開催など、総括班及び国際活動支援班の役割をより明確にす

ることが望まれる。また、成果が期待される多くの共同研究を領域が目指す

学理構築へ向けて適切に総括するためのマネジメント上の工夫が求められ

る。 
 

 


